
１．日時　：　平成２３年６月２７日（月）　1５:００～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授　　
部会員　　清水　正喜　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成23年4月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全２２件
①技術提案の審査（入札前審査）・・・全８件
　 ・標準型・・・　　　　１件
　 ・簡易型・・・　　　　７件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
鋼橋上部 － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 0 0 1 0 1

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 2 － - － 2
維持修繕 － － 3 － － － 3
通信設備 － － 1 － － － 1
受変電設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 7 0 0 0 7

②評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全１４件
　 ・標準型・・・　　 　 　２件
　 ・簡易型・・・　　　　１２件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ － － － － 2 － 2

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 2 0 2

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 6 － － － 6
維持修繕 － － 3 － － － 3
通信設備 － － 2 － － － 2
建築 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 12 0 0 0 12

加算点の合計

計

備考

計 備考

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第５６回）開催結果の概要

加算点の合計
工種 計

加算点の合計
備考

備考

工種

工種 計

工種
加算点の合計



　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・１２件

　　①簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・　３件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ３件

　　②一般競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　③簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　３件

　　④標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・５件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ５件

　　⑥一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　⑦簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　０件

　　⑧標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　１件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり



平成２３年６月２７日　第５６回鳥取県部会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

1 倉吉
道
路 名和淀江道路宮川橋鋼上部工事 鋼橋上部 Ａ

鋼橋上部　Ｎ＝１橋
　橋種：３経間連続鋼２主
桁橋
　橋長：Ｌ＝124ｍ
　幅員：Ｗ＝10ｍ

  表面処理を施した耐候性鋼材
を使用した橋梁上部工事であ
り、良好な保護性さびの形成が
重要である

5月 80.0 15 15 保護性さび形成策 25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 7月7日

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

開
札
予
定
日

施工体制

1 2

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

ラ
ン
ク

工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

加
算
点
の
合
計

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

オ）

②企業の施工能力技術提案、施工計画 ③配置予定技術者の施工能力



平成２３年６月２７日　第５６回鳥取県部会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ） コ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
元
一
次
下
請
企
業
の
活
用
率

1 鳥取
河
川 袋川分水樋門監視設備工事 通信設備 －

伝送装置　１台
配線工　　 １式

当該工事は樋門の遠隔操作化を行
うため、樋門監視設備を設置する工
事である。施工時には樋門の機側
操作盤に遠隔制御用の伝送装置を
接続することから、樋門の誤動作防
止に関する安全対策について技術
的所見を求める。

5月 64.0 15 15 10
施工時の誤動作防
止に関する安全対
策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 6月27日

2 鳥取
道
路

駟馳山バイパス湯山地区第２改
良工事

一般土木
Ｃ
+
Ｄ

　盛土工 V=13,700m3
　法面整形工 A=580m2
  法面保護工 A=580m2
  ブロック積擁壁 A=50m2
  排水構造物工 1式
  補強土壁　 A=132m2
L=26.7m
  防護柵工　1式
  仮設工　　 1式

当該工事は、施工方法及び施工管
理に十分な配慮が必要であり、現
場条件をふまえた適切な施工方法
を実施することは品質確保につな
がることから、補強土壁施工時の盛
土の品質確保に配慮すべき事項に
関する技術的所見を求める

5月 64.0 15 15 10
補強土壁施工時の
盛土の品質確保

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 6月20日

3 鳥取
道
路

国道２９号
南隈外交差点改良工事

一般土木
Ｃ
+
Ｄ

交差点改良　２箇所
  南隈地区　１箇所
　徳尾地区　１箇所

工事箇所は車道であり、夜間時の
車線減少に対する一般交通への交
通誘導は、事故の防止に重大な影
響を与える安全対策上の最重要課
題であるため、作業が無い夜間時
の車線減少に伴う一般交通（車両
及び歩行者）の交通安全対策に関
する技術的所見を求める。

5月 64.0 15 15 10

作業が無い夜間時
の車線減少に伴う
一般交通（車両及
び歩行者）の交通
安全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 7月8日

4 倉吉
道
路 国道９号新洗川橋外補修工事 維持修繕 －

全10橋
・新洗川橋補修　1式
・新洗川橋歩道橋（下り）補修　1
式
・新洗川橋歩道橋（上り）補修　1
式
・米子市床版橋7(歩道)補修1式
・原橋（歩道橋）補修1式
・馬込橋補修1式
・米子市床版橋２補修1式
・御大師橋（歩道橋）補修1式
・西川橋（下り歩道橋）補修1式
・宇野橋（歩道橋）補修1式

　新洗川橋・新洗川橋歩道橋下り・
新洗川橋歩道橋上りの塗装塗替工
等の足場設置は、幹線道路である
国道９号を規制して実施する工事で
あるため、施工中の一般交通（歩行
者・自転車）への安全対策対策が
重要である。

5月 64.0 15 15 10

足場設置時におけ
る一般交通（歩行
者、自転車）に対す
る安全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 7月1日

5 日野川
ダ
ム 菅沢ダム電気通信設備工事 受変電設備 －

動力昇圧変圧器盤　１面
動力変圧器盤　　　　２面
電源監視装置　　　　１台
遠方手動操作装置　１台
光伝送装置　　　　　 ２組
配管・配線工　　　　 １式

本工事は、菅沢ダムに追加する小
規模放流設備、選択取水設備への
電源を供給すべく、既設受変電設
備の改修（低圧部）を行う工事であ
り、動力昇圧変圧器盤の据付・調整
時において、停電を伴う作業でのダ
ム放流操作への支障・影響等に対
する留意点とその対応が重要であ
る。

5月 64.0 15 15 10
動力昇圧変圧器盤
の据付・調整時に
おける留意事項

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 6月14日

6 日野川
河
川 日野川管内維持工事 維持修繕 －

除草工 A=920,000m2
伐木除根工　Ａ＝
30,000m2
路面補修工　Ａ＝1,000m2
塵芥処理工　1式
緊急時対応　1式

日野川における堤防除草等の維持
及び緊急時の対応を行う工事であ
り、堤防上での除草作業時の第三
者への安全配慮が特に重要であ
る。

6月 64.0 15 15 10
堤防除草作業時の
第三者に対する安
全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 6月13日

7 殿ダム
河
川 殿ダム道路付属物設置工事 維持修繕 －

道路土工　1式
防護柵工　1式
標識工　1式
道路付属施設工　1式

殿ダム付替市道、楠城山崎線及び
神護殿線等の道路付属物を設置す
る工事である。

5月 64.0 15 15 10
防護柵の出来形管
理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 6月29日

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分

オ）

①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制 ⑥地域精通度・地域貢献度

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計



  平成２３年６月２７日　第５６回鳥取県部会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

        

1 倉吉
道
路

名和淀江道路松河原第２跨道
橋外ＰＣ上部工事

ﾌﾟﾚｽﾚｽﾄ･ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ

－

跨道橋上部（PC）　N=3
橋
①PC斜材付π型ラーメ
ン橋(L=52m、W=6m)
②単純ﾎﾟｽﾃﾝ中空床版
橋(L=28m、W=2m)
③単純ﾎﾟｽﾃﾝ中空床版
橋(L=39m、W=2m)

　塩害中性化等による劣化を
防ぎ、上部工コンクリートの耐
久性及び構造物の安全性の
向上を図ることが重要である。

　上部工コンクリート
の品質・耐久性向上

７月下旬

2 倉吉
道
路

名和淀江道路倉谷第２跨道橋
外ＰＣ上部工事

ﾌﾟﾚｽﾚｽﾄ･ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ

－

跨道橋上部（PC）　N=2
橋
①PC斜材付π型ラーメ
ン橋(L=52m、W=4m)
②単純ﾎﾟｽﾃﾝ中空床版
橋(L=34m、W=2m)

　塩害中性化等による劣化を
防ぎ、上部工コンクリートの耐
久性及び構造物の安全性の
向上を図ることが重要である。

　上部工コンクリート
の品質・耐久性向上

８月上旬

公
告
予
定
日

オ）

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

⑥地域精通度・地域貢献度

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

工事の特性

加
算
点
の
合
計

ラ
ン
ク

工事概要

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力施工体制 技術提案、施工計画

1 2 3
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

1 鳥取
河
川 千代川稲常堤防工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

盛土工 V=2,000m3
護岸工 A=500m2

鳥取市河原町稲常地先において、千代川本
川の河川改修に伴う支川処理として、支川大
谷川の築堤、護岸を実施する。

施工中の汚濁防止対策 ７月上旬

2 鳥取
河
川 袋川浜坂護岸補修外工事 維持修繕 -

捨て石工　V=1,000m3
仮設工　一式

袋川(旧)と摩尼川との合流点において、自然
河岸が浸食を受けているため、堤防補修を
行う。

施工中の汚濁防止対策 ７月上旬

3 鳥取
道
路

駟馳山バイパス河崎地区外改
良工事

一般土木
Ｃ
+
Ｄ

掘削工　６，０００m3
盛土工　５，０００ｍ3
場所打ち擁壁　１４００
ｍ
排水構造物　１式
舗装工　７，０００m2

土砂搬入（搬出）時に発生する粉塵対策につ
いて現道
への粉塵の影響を防ぐ必要があるため。

施工中の粉塵対策 ７月中旬

4 鳥取
道
路

駟馳山バイパス細川地区外改
良工事

一般土木
Ｃ
+
Ｄ

盛土工　１，０００ｍ3
場所打ち擁壁　３８０
ｍ
ブロック積擁壁　９０
m2
排水構造物　１式

施工時に発生する粉塵について周辺民地へ
与える
影響を防ぐ必要があるため。

施工中の粉塵対策 ７月中旬

5 鳥取
道
路 鳥取西道路嶋地区外整備工事 一般土木 － 用地管理　L=19.3km

本工事は、鳥取西道路における用地管理工
事である。

アスファルト合材の温度管
理について

７月中旬

6 鳥取
道
路

国道９号鳥取大橋光ケーブル移
設工事

通信設備 － 光ケーブル移設2km

本工事は一般国道９号鳥取市秋里～千代水
地内における光ケーブルの移設工事であり、
工事施工中に交通規制が生じるため、一般
交通への対策が重要である。

一般交通への安全対策 ７月上旬

7 倉吉
道
路 名和淀江道路西坪改良工事 一般土木

C
+
D

道路改良　Ｌ＝900m
道路土工　1式
法面工　1式
残土運搬　１式
排水構造物工　１式

　当該工事の盛土施工においては、構造物
等の狭隘箇所における供用後の地盤沈下を
防止する配慮事項として、路体盛土の品質管
理が重要である。

　路体盛土の品質管理 ７月中旬

8 倉吉
道
路 名和淀江道路松河原改良工事 一般土木

C
+
D

道路改良　Ｌ＝600m
道路土工　1式
法面工　1式
残土運搬　１式
排水構造物工　１式

　土砂運搬時の公道(運搬路）の汚損防止対
策が重要である。

　土砂運搬時における公
道の汚損防止対策

８月上旬

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

9 日野川
海
岸 皆生海岸富益養浜工事 維持修繕 －

掘削、運搬、投入
V≒1３,000m3

　海岸下手の砂を掘削し、富益箇所へダンプ
運搬、投入を行うサンドリサイクル（養浜）の
工事であるが、砂運搬は一般国道を経由して
行うため、粉塵対策が重要である。

砂運搬作業時の粉塵防
止対策

８月下旬

10 日野川
ダ
ム 菅沢ダム貯水池法面補修工事 維持修繕 －

吹付法枠工　　　158.0m
モルタル吹付工　118m2
間詰工　　　　　　　28m3
構造物取壊工　　　１式
足場工　　　　　　 　１式

本工事は、菅沢ダムにおける貯水池法面の
洗掘、崩壊箇所の補修工事で、貯水池に面し
た法面においてモルタル吹き付け等を行うも
のであるが、土砂、コンクリート殻、モルタル
等の貯水池への飛散防止対策に留意が必要
な工事である。

工事おける貯水池への飛
散防止対策

７月上旬

11 日野川
河
川

日野川管内ＣＣＴＶ伝送設備工
事

通信設備 － 伝送装置　　　１式

　伝送設備の現地施工においては、機器の
入れ替え時にはＣＣＴＶ映像の監視制御がで
きなくなるため、十分な準備と効率的且つ確
実な施工が重要である。

伝送設備の切替作業方法 ７月下旬

12 殿ダム
河
川 殿ダム艇庫新築工事 建築 Ｄ

1.艇庫：S-1　延べ面積
161.20m2　新築　1棟
2.外構：新設　1式
3.電気設備：新設　1式
4.機械設備：新設　1式

本工事は、殿ダム艇庫の新築工事であり、高
度な技術提案を要する工事ではないが鉄骨
工事の現場施工において技術的な工夫の余
地がある工事と考える。

鉄骨工事の工事現場にお
ける施工管理

７月上旬
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
鳥取管内電気通信設備設計業
務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取河川国道事務所管内
における電気通信設備の設計を行う
業務である。

７月中旬
減
点

2 倉吉
倉吉管内トンネル点検対策業
務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内
においてトンネル点検を行うものであ
る。

７月上旬
減
点

3 倉吉
倉吉管内橋梁補修設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内
において橋梁補修設計を行うもので
ある。

７月下旬
減
点

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

C
P
D

保
有
資
格

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

業
務
成
績

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・能力

照査技術者の経験・能力

専
門
技
術
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

公
示

（
月

）

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力 実施方針・フロー・工程表等

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

合
 
 

計

業
務
量
把
握

業
務
成
績

表
彰
経
験

合
 
 

計

落札者を決定するための評価項目

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

予定技術者の経験・能力
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事故
等

成績・
表彰
等

専任
制

実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整

合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網

羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整

合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網

羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取
鳥取自動車道防災検討業

務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、中国横断自動車道姫
路鳥取線のうち、佐用平福ＩＣ～
鳥取ＩＣ間において、今年度発生
した災害を踏まえ雨量通行止規
制基準の改定及び、鳥取県八頭
郡智頭町における、災害発生箇
所の、技術検討委員会の資料作
成を行うものである。

降雨時における通行規制
基準を設定するための着
目点について

７月上旬
減
点

2 日野川
日野川水系河川整備計画
検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川水系河川整備
計画の策定にあたり、整備計画
内容、整備の優先順位の検討を
行うとともに、学識者・住民等か
らの意見聴取のための会議・説
明会資料の作成、会議等の運営
補助を行うものである。

住民感覚を意識したわかり
やすい整備計画策定のた
めの方策

６月下旬
減
点

3 日野川
日野川流砂系土砂管理検
討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川流砂系におけ
る土砂生産、土砂移動等の変遷
状況、土砂動態モデルの精度向
上及び土砂の流れの改善に向け
た理念と対策を検討するととも
に、連携方針策定のための資料
作成、会議運営補助等を行うも
のである。

流砂系全体の土砂生産・
土砂移動を把握するため
の調査手法

６月下旬
減
点

技術提案書を特定するための評価項目

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

保
有
資
格

成績・表彰

業務計画の適切性

成績・表彰

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

合
 
 

計

資格・実績

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特
定
テ
ー
マ

保
有
資
格

資格・実績

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

資格・実績

業
務
成
績

Ｃ
Ｐ
Ｄ

公
示

（
月

）

再
委
託
の
確
認

資格・実績 成績・表彰 成績・表彰

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

業
務
成
績

表
彰
経
験

テーマ２の提案内容

業
務
理
解
度

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指

摘
事
項

）

業
務
成
績

実施方針・実施フロー・工程
等

表
彰
経
験

整
合
性 テーマ１の提案内容

実
施
手
順

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用

技術提案書提出者を決定するための評価項目

予定照査技術者の経験・能
力

実施
体制

資格・実績等

企業の経験・能力

専任制

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

直
接
的
な
雇
用

合
 
 

計

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
鳥取管内道路防災点検業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は鳥取河川国道事務所管内におい
て防災カルテを基に要注意箇所毎に状況
変化を把握することにより、災害に至る要
因を早急に発見し、適切な防災対策の基
礎資料を得ることを目的とした道路防災点
検業務である。

6月24日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0 － － － －

数値
化しな

い
100 4.0 10.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 12.0 6.0 6.0 6.0 60

2 倉吉
倉吉管内橋梁点検業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内におい
て橋梁点検を行うものである。

6月8日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0 － － － －

数値
化しな

い
100 4.0 10.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 12.0 6.0 6.0 6.0 60

3 倉吉
倉吉管内道路防災点検対策業
務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内におい
て道路防災点検を行うものである。

6月21日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

4 倉吉
天神川下畑砂防堰堤外自然環
境調査業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

天神川水系の砂防事業区域において、工
事着手前と工事完成後における生態系の
モニタリング調査を行う業務である。

6月23日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0 － － － －

数値
化しな

い
100 4.0 10.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 12.0 6.0 6.0 6.0 60

5 倉吉
倉吉管内交通安全施設等測量
設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事務所管理区間
内における交通安全施設設計等を行う業
務である。

6月10日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

入札参加者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

保
有
資
格

地
域
精
通
度

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

業
務
成
績

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
量
把
握

業
務
成
績

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

表
彰
経
験

C
P
D

保
有
資
格

合
 
 

計

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・能力

照査技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

開
札
日

落札者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

合
 
 

計

実施方針・フロー・工程表等

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

予定技術者の経験・能力

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要
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実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整

合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網

羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整

合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網

羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取
秋里潮止堰改修方針検討
業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、千代川河川改修に
伴う整備計画規模の治水対策
案を検討するとともに、基本方
針河道を展望した堰改修方針
案を検討するものである。

千代川河川改修に伴う
治水対策案の適用性を
評価する際の具体的な
留意点について

7月1日 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － － － 100

テーマ２の提案内容

技術提案書を特定するための評価項目

予定管理技術者の経験・能力

実施方針・実施フロー・工程等 業務計画の適切性

合
 
 

計

保
有
資
格

地
域
精
通
度

実
施
手
順

整
合
性 テーマ１の提案内容

業
務
種
別

業
務
概
要

保
有
資
格

業
務
成
績

表
彰
経
験

Ｃ
Ｐ
Ｄ

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指

摘
事
項

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ

予定照査技術者の経験・能力

★　特定前審査  【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

成績・表彰

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

特
定
テ
ー
マ

特
定
日

資格・実績 資格・実績

業
務
理
解
度

成績・表彰

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名
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